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第１学年 「総合的な学習の時間」におけるキャリア教育の推進について 

日立市立日高中学校 

１ はじめに 

本校では、教育目標「心豊かに健やかに、たくましく行動できる生徒の育成」の具現化

を目指して、３つの柱からなる「日高中元気プラン」を設定している。その中の１つ「心 

が元気プラン」の中に、「キャリア教育の推進」があげられている。「総合的な学習の時

間」の中で、職業について興味をもって調べたり体験したりすることを通し、一人一人が

自分と向き合い、将来についてじっくりと考えることができる生徒の育成を目指してい

る。 

本実践は、そのキャリア教育の実践として、１学年「職業調べ学習」についてまとめた

ものである。 

２ 本校の教育目標と日高中元気プランについて 

＜本校の教育目標＞ 

「心豊かに健やかに、たくましく行動できる生徒の育成」 

＜日高中元気プラン＞ 

 ・頭が元気 ・心が元気 ・体が元気 

→キャリア教育の推進 

３ 総合的な学習の時間の年間計画について 

＜テーマ＞ 「体験を通し自分を見つめよう」（５０時間） 

導 入 （１時間） 

単 元 １ ・心豊かな体験学習 （１８時間） 

単 元 ２ ・日高中さんさ踊りを学ぶ（１８時間） 

単 元 ３ ・職業調べ学習（１２時間） 

ま と め （１時間） 

４ 単元について 
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⑴ 単元名「職業調べ学習」 

⑵ 単元計画（１２時間） 

①導入（１時間） 

②調べ学習（４時間） 

③先輩の話を聞く会（２時間） 

④新聞作り（２時間） 

⑤発表会（２時間） 

⑥まとめ（１時間） 

５ 実践の内容 

⑴ 多くの資料・情報に触れ、職業について調べ

る。生徒は、どんな職業があり、どんな仕事を行

っているのかについての知識が少ない。指導計画

の中で､なるべく多くの時間を資料① 
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⑷ 調べたことの発表会を開く。 

発表会の中で友達同士感想を述べ合うことで自分に自身がもてるようにした。また、友達の

発表を聞くことで、自分と違った角度から仕事について考えることができるよう  

 

 

 

（ワークシート資料①を使用） 

⑵  

 

 

 

 

 

（ワークシート資料②を使用） 

⑶  

自分で調べた内容を､自分で決めた項目でま 

 

＜ワークシート＞資料②→ 

 資料④ 
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にした。様々な職業についてさらに自分の考えを深め、将来的に、選択の幅を広げた

り、絞ったりすることができるようにした。 

⑸ 「先輩の話を聞く会」について 

① 期日 ： 平成２８年１１月２９日（火） 

② 時間 ： １３時２５分～１４時１５分 

③ 内容 ： 現在の仕事について講話をもらう。 

ア 仕事の内容 

イ どうすればその仕事に就けるのかウ なぜその仕事

を選んだのか 

エ 仕事の楽しいところ，大変なところなど 

④ 場所 ： １学年 各教室 

⑤ 講師 ： 警察官 

テラスザスクエア神峰スポーツ管理栄養士 

ゲ

ストティー チャ

ーとは事前に連絡を取り合って、当日に話してほしいことについて伝えておいた。

ゲストティーチャーには、２０分の時間を使ってになどについて話をして頂いた。

６つの職業の中から 生徒は、興味のある職業を２つ選択して前半・後半に分けて

話を聞いた。現場での苦労話ややりがいなど、インターネットでは調べることので

きない話を直接聞くことができた。 

＜「先輩の話を聞く会」授業の様子＞ 

 
  

看護師  

近畿日本ツーリスト ＜当日の流れ＞ 



- 5 - 

 

６ 成果と課題 

・ 将来について、仕事についてしっかりと

考える良い機会となった。 

 

・ どの職業の人たちもその仕事に誇りを持

ち、一生懸命に取り組んでいるというこ

とに気付くことができた。 

 

・ 自分に向いてる仕事を探していく中で、

自分のよさについて再確認をすることが

できた。 

 

・ 現場で働いている方の生の話を聞くこと

は、教科書やインターネットでは調べる

ことのできない体験談や思いを聞くこと

ができた。 

 

・ たくさんの職種の方に来校して頂き話を

聞きたいと考えたが、授業時間が平日と

いうこともあり、断られてしまうことが多かった。 

＜先輩の話を聞く会ワークシート＜資料＞⑤ 

・ 保護者との連携をはかり年度始めから計 

画的に進めることで、保護者の中でゲストティーチャーとして参加してくれる方が増え

ていくのではないかと感じた。 

 

・ 次年度にも活用できるよう、ゲストティーチャー名簿などを作成し受け継いでいくこと 

が必要である。 


